
光風霽月

全浴連が「テルマエⅡ」に感謝状

  　（１） （毎月１回１日発行） 昭和４５年１月１３日第三種郵便物認可 全 国 浴 場 新 聞 平成２６年６月１日 第５３９号

発行所

全国公衆浴場業生活
衛生同業組合連合会

東京都千代田区
東神田１－１０－２

ＴＥＬ０３（５６８７）２６３５
購読料　１部  １００円

　
テ
ル
マ
エ

ロ
マ
エ
Ⅱ
の

上
映
を
早
速

見
て
き
た
。

ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多
い

と
思
う
が
観

客
の
入
り
も

多
い
と
聞
い
て
い
る
▼
全
浴

連
も
お
風
呂
マ
ナ
ー
ポ
ス
タ

ー
の
掲
載
を
今
回
も
お
願
い

し
、又
本
紙
に
掲
載
の
通
り
、

主
演
の
阿
部
寛
さ
ん
と
上
戸

彩
さ
ん
、
監
督
の
武
内
英
樹

さ
ん
に
銭
湯
文
化
の
振
興
に

貢
献
し
た
と
し
て
村
西
彰
副

理
事
長
か
ら
直
接
に
劇
場
で

感
謝
状
を
差
し
上
げ
た
▼
前

作
と
違
い
今
回
は
銭
湯
で
の

ロ
ケ
は
な
く
、元
横
綱
の
曙
や

元
大
関
の
琴
欧
洲
が
出
た
り
、

白
木
み
の
る
や
松
島
ト
モ
子

が
出
た
り
し
て
パ
ロ
デ
ィ
ー

が
あ
っ
て
非
常
に
笑
え
る
シ

ー
ン
が
多
か
っ
た
▼
前
作
で

は
東
京
都
北
区
の
稲
荷
湯
が

撮
影
に
使
わ
れ
た
が
、
今
作

で
は
映
画
の
上
映
に
合
わ
せ

て
公
開
記
念
謎
解
き
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
▼
全
国
の
温
泉
地
で
の

ロ
ケ
が
多
く
調
べ
て
み
た
ら
、

群
馬
県
の
宝
川
温
泉
、
草
津

温
泉
、法
師
温
泉
、栃
木
県
の

北
温
泉
、
静
岡
県
の
大
滝
温

泉
、長
野
県
の
上
諏
訪
温
泉
、

温
泉
で
は
な
い
が
神
奈
川
県

の
箱
根
小
涌
園
な
ど
が
使
わ

れ
た
よ
う
で
あ
る
▼
日
本
だ

け
で
は
な
く
イ
タ
リ
ア
を
初

め
と
し
て
世
界
二
十
ヶ
国
か

ら
上
映
を
希
望
す
る
オ
フ
ァ

ー
が
来
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
▼
日
本
の
銭
湯
文
化
の
み

な
ら
ず
入
浴
文
化
全
体
を
世

界
に
広
く
知
ら
し
め
る
一
助

を
担
っ
て
く
れ
る
の
で
は
と

大
い
に
期
待
を
し
て
い
る
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
日
本
の
銭
湯
へ

よ
う
こ
そ
お
い
で
下
さ
い
。

映
画
が
銭
湯
振
興
に
大
き
く
貢
献

大
ヒ
ッ
ト
御
礼
舞
台
挨
拶
で
阿
部
寛
さ
　
　
ん 
ら
に
贈
呈

　
４
月
　
日
（
土
）〈
よ
い
風
呂
の
日
〉
に
封
切
ら
れ
た
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
さ
ん
の
人
気
コ
ミ
ッ
ク
を
実
写
映
画
化
し

２６

た
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
Ⅱ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
。

　
全
浴
連
で
は
、
同
作
の
タ
イ
ア
ッ
プ
ポ
ス
タ
ー
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
。
映
画
が
銭
湯
の
振
興
や
日
本
の

お
風
呂
文
化
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
と
し
て
、
５
月
　
日
（
日
）、
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
日
劇
Ⅰ
で
行
わ
れ
た
大
ヒ
ッ

１１

ト
御
礼
舞
台
挨
拶
で
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　
是
非
、
会
場
の
皆
さ
ん
も

銭
湯
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。

い
う
意
味
で
も
、
家
庭
に
お

風
呂
を
持
っ
て
い
る
方
も
銭

湯
に
是
非
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
お
願
い
し
ま
す
。

●
上
戸
彩
さ
ん

　
小
学
生
の
頃
、
友
達
と
友

達
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
の
記
憶
が
す
ご
く
残
っ

て
い
ま
す
ね
。

　
友
達
の
お
母
さ
ん
か
ら
ア

カ
す
り
の
仕
方
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
富
士
山
の

絵
、
銭
湯
に
し
か
な
い
飲
み

物
、
煙
突
、
下
駄
箱
の
木
の

カ
ギ
な
ど
、
銭
湯
は
日
本
の

中
で
ず
っ
と
残
っ
て
い
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
軽
部
真
一
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
銭
湯
、
お
風
呂
屋
さ
ん
に

は
、
サ
ウ
ナ
と
は
違
う
楽
し

み
方
が
あ
り
ま
す
。
私
も
小

学
生
の
頃
ま
で
は
、
家
に
風

呂
が
な
か
っ
た
の
で
、
ず
っ

と
近
く
の
銭
湯
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。

　
当
時
母
親
が
シ
ャ
ン
プ

ー
、
石
け
ん
、
タ
オ
ル
な
ど

を
洗
面
器
に
入
れ
、
風
呂
敷

で
結
ん
で
く
れ
た
。
そ
れ
を

持
っ
て
銭
湯
に
行
っ
て
い
た

こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

て
い
る
ん
で
す
。
あ
の
天
井

の
高
さ
、
壁
の
絵
の
富
士

山
。
銭
湯
に
は
大
人
た
ち
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
か
い
ろ
い

ろ
な
人
が
い
て
、
お
父
さ
ん

と
子
供
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る

光
景
、
ま
た
、
女
湯
の
方
か

ら
も
家
族
で
し
ゃ
べ
る
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
。

　
ロ
ケ
で
訪
れ
た
銭
湯
で

は
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。
な
く
な
っ

て
欲
し
く
な
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
お
子
さ
ん
が
い
る
方
は
、

一
回
銭
湯
を
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。
銭
湯
文
化
を
一
生
忘

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う

も
に
、
Ⅲ
作
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
我
々
、
銭
湯
業

界
は
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
」

　
村
西
副
理
事
長
は
こ
の
よ

う
に
力
強
く
述
べ
た
後
、
阿

部
さ
ん
、
上
戸
さ
ん
、
武
内

監
督
に
感
謝
状
を
手
渡
し

た
。
　
こ
れ
に
応
え
て
、
キ
ャ
ス

ト
の
二
人
、
そ
し
て
司
会
の

軽
部
真
一
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
、
そ
れ
ぞ
れ
銭
湯
の
思
い

出
を
語
っ
て
く
れ
た
。

●
阿
部
寛
さ
ん

　
銭
湯
は
小
学
生
の
時
、
友

達
と
何
回
か
行
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
強
烈
に
覚
え

が
登
壇
し
た
。

「
平
た
い
顔
の
村
西
で
す
」

と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
自

己
紹
介
。
映
画
の
中
で
古
代

ロ
ー
マ
人
の
ル
シ
ウ
ス
が
日

本
人
を
〈
平
た
い
顔
族
〉
と

呼
ぶ
こ
と
に
な
ら
っ
た
も
の

で
、
会
場
の
テ
ル
マ
エ
フ
ァ

ン
の
心
を
し
っ
か
り
掴
ん

だ
。

「
前
作
、
今
回
と
映
画
を
大

変
面
白
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
皆
さ
ん
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
ル
シ
ウ
ス
で

は
な
い
け
れ
ど
、
浴
槽
に
は

飛
び
込
ん
だ
り
、
潜
っ
た
り

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ゆ
っ

く
り
入
っ
て
、
手
足
を
伸
ば

し
て
入
浴
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
一
言
、『
ふ

ぅ
～
』『
あ
～
』
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
。
必
ず
至
福
の
時
を

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　
我
々
の
銭
湯
業
界
は
、
全

国
で
年
間
２
０
０
軒
も
廃
業

し
て
い
ま
す
。
寂
し
い
限
り

で
す
。
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ

の
映
画
の
大
ヒ
ッ
ト
で
、
銭

湯
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い

方
が
銭
湯
を
利
用
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
ヒ
ッ
ト
を
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
る
と
と

勢
い
で
、
公
開
　
日
間
で
動

１５

員
数
　
万
人
、
興
行
収
入
　

２２３

２８

・
７
億
円
を
突
破
。
公
開
　１２

日
で
の
　
万
人
突
破
は
、
日

２００

本
映
画
と
し
て
は
最
速
の
記

録
だ
。

　
国
内
の
み
な
ら
ず
、
イ
タ

リ
ア
、
台
湾
、
カ
ナ
ダ
で
も

上
映
さ
れ
大
反
響
を
呼
ん
で

い
る
。
映
画
を
通
じ
て
銭
湯

の
魅
力
に
触
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
国
内
外
の
多
く
の
人
々

の
注
目
が
日
本
の
伝
統
文
化

で
あ
る
銭
湯
に
向
け
ら
れ
る

絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
。

　
大
ヒ
ッ
ト
御
礼
舞
台
挨
拶

に
は
、
主
演
の
ル
シ
ウ
ス
役

・
阿
部
寛
さ
ん
、
上
戸
彩
さ

ん
、
武
内
英
樹
監
督
が
登

場
。
日
本
酒
な
ら
ぬ
草
津
温

泉
の
源
泉
の
湯
が
詰
め
ら
れ

た
大
き
な
樽
の
鏡
開
き
、
撮

影
中
の
温
泉
・
お
風
呂
談
義

で
お
祝
い
ム
ー
ド
が
高
ま
る

中
、
村
西
彰
全
浴
副
理
事
長

　
２
０
１
２
年
に
公
開
さ
れ

た
前
作
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ

エ
」
は
、
興
行
収
入
　
・
８

５９

億
円
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ

た
。
今
作
は
そ
れ
を
上
回
る

恩
温
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「
テ
ル
マ
エ
」タ
イ
ア
ッ
プ

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
盛
況

愛
知
、近
畿
、金
沢

　
映
画
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
Ⅱ
」
公
開
に
合
わ
せ
て
、
各
支
部
で
様
々
な
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
銭
湯
の
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
た
。

愛
知
県
組
合

ル
シ
ウ
ス
の
立
体

ポ
ス
タ
ー
も
巡
回

金
沢
支
部

特
賞
は
ロ
ー
マ
旅
行

剤
を
用
意
し
た
。

　
ま
た
、
主
人
公
ル
シ
ウ
ス

の
立
体
ポ
ス
タ
ー
が
県
内
の

銭
湯
を
巡
回
。
ル
シ
ウ
ス
と

一
緒
に
写
真
が
撮
れ
る
ユ
ニ

ー
ク
な
企
画
と
な
っ
た
。

た
、
来
ち
ゃ
っ
た
。
テ
ル
マ

エ
あ
い
ち
銭
湯
グ
ッ
ズ
プ

レ
ゼ
ン
ト
」
を
実
施
。
テ

ル
マ
エ
関
連
グ
ッ
ズ
を
メ

イ
ン
に
、
銭
湯
の
定
番
グ

ッ
ズ
を
提
供
し
た
。

　
Ａ
「
ル
シ
ウ
ス
賞
」
は

ケ
ロ
リ
ン
桶
＆
テ
ル
マ
エ

オ
リ
ジ
ナ
ル
て
ぬ
ぐ
い

（
　
人
）、
Ｂ
「
あ
い
ち
銭

２６
湯
賞
」
は
塩
ミ
ル
ス
ク
ラ

ブ
＆
愛
知
県
公
衆
浴
場
オ

リ
ジ
ナ
ル
て
ぬ
ぐ
い
（
　１０

人
）
、
Ｃ
「
こ
れ
ぞ
銭
湯

賞
」
は
牛
乳
石
鹸
銭
湯
の

れ
ん
（
　
人
）。
Ａ
～
Ｃ
賞

１０

に
外
れ
た
人
１
０
０
人
に

「
テ
ル
マ
エ
・
あ
い
ち
賞
」

と
し
て
牛
乳
石
鹸
オ
リ
ジ

ナ
ル
タ
オ
ル
ま
た
は
入
浴

　
愛
知
県
組
合
で
は
、「
ま

合
加
盟
店
約
１
０
０
０
店
の

店
頭
に
お
い
て
、「
テ
ル
マ

エ
グ
ッ
ズ
が
当
た
る
浴
場
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

た
。
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
　
枚
（
ル

５０

シ
ウ
ス
賞
）
、
映
画
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
　

冊
（
映
画

３０

賞
）
、
原
作
コ
ミ
ッ
ク
ス
６

巻
セ
ッ
ト
　
個
（
漫
画
賞
）、

２０

オ
リ
ジ
ナ
ル
入
浴
剤
　
個
２６

（
お
風
呂
賞
）
で
、
合
計
１

２
６
名
分
。

　
近
畿
浴
場
組
合
連
合
会

（
福
井
、
滋
賀
、
京
都
、
兵

庫
、
奈
良
、
大
阪
）
で
は
東

宝
関
西
支
社
と
共
同
で
、
組

店
で
応
募
用
紙
を
配
布
し

た
。

　
石
川
県
金
沢

支
部
で
は
、
タ

イ
ア
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
第
２

弾
「
銭
湯
Ｄ
Ｅ

ロ
ー
マ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
～
銭

湯
に
入
っ
て
ロ

ー
マ
へ
行
こ
う

Ⅱ

～

を

行

っ

た
。
　
４

月
　

日

２６

（
土
）
～
５
月

　
日
（
日
）
の

２５期
間
、
加
盟
店

銭
湯
に
来
場
し
入
浴
し
た
中

学
生
以
上
が
対
象
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
は
、
特

賞
が
「
ロ
ー
マ
旅
行
ペ
ア
ご

招
待
」
１
組
と
い
う
豪
華
な

も
の
。
Ａ
賞
は
旅
行
券
３
万

円
分
　
名
、
Ｂ
賞
は
テ
ル
マ

１０

エ
・
ロ
マ
エ
オ
リ
ジ
ナ
ル
手

ぬ
ぐ
い
　
名
、
Ｃ
賞
は
加
盟

２０

店
入
浴
券
３
０
０
名
。

　
広
報
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
ス
ポ

ッ
ト
（
期
間
中
、
１
局
で
　５０

本
）、
情
報
番
組
（
５
分
）
で

の
告
知
、
組
合
Ｈ
Ｐ
で
の
ポ

ス
タ
ー
等
の
掲
載
で
、
加
盟

迅
陣
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大
阪
組
合

映
画
セ
ッ
ト
風〈
コ
ロ
ッ
セ
オ
〉で

足
湯
イ
ベ
ン
ト
開
催

・
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
う

め
だ
き
た
広
場
＝
５
月
３
日

（
土
）
、
４
（
日
）　
約
１
５

０
０
人

と
き
を
楽
し
ん
だ
。

　
来
場
者
数
は
次
の
通
り
。

・
万
博
記
念
公
園
東
の
広
場

＝
４
月
　
日
（
金
）
～
　
（
日
）

２５

２７

　
約
１
８
０
０
人

土
曜
日
に
子
ど
も
３
人
ま
で

無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス
）
の
告

知
を
実
施
。
公
衆
浴
場
の
衛

生
管
理
と
、
ふ
れ
あ
い
・
憩

い
の
場
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
。

　
古
代
ロ
ー
マ
の
雰
囲
気
の

中
、
利
用
者
た
ち
は
大
人
か

ら
子
供
ま
で
、
癒
し
の
ひ
と

面
で
は
、
浴
場
で
使
用
す
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
濾
過
殺
菌
装

置
を
提
供
し
た
。

　
Ｐ
Ｒ
活
動
で
は
、
公
衆
浴

場
の
衛
生
管
理
ポ
ス
タ
ー
、

大
き
な
お
風
呂
の
効
用
（
ヒ

ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
プ
ロ
テ
イ
ン

な
ど
）
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、

親
子
ふ
れ
あ
い
デ
ィ
（
毎
週

　
大
阪
府
公
衆
浴
場
組
合
で

は
、
万
博
公
園
東
の
広
場

（
ロ
ハ
ス
フ
ェ
ス
タ
会
場
）

と
、
開
業
１
周
年
を
迎
え
た

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
う
め

だ
き
た
広
場
で
、
テ
ル
マ
エ

・
ロ
マ
エ
Ⅱ
足
湯
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。

　
映
画
セ
ッ
ト
の
「
コ
ロ
ッ

セ
オ
（
古
代
ロ
ー
マ
の
円
形

闘
技
場
）
」
さ
な
が
ら
の
会

場
設
営
（
写
真
上
）
で
、
公

衆
浴
場
＝
テ
ル
マ
エ
と
い
う

タ
イ
ト
ル
に
ふ
さ
わ
し
い

〈
足
湯
〉
は
、
多
数
の
利
用

者
で
終
日
賑
わ
っ
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
大
阪
浴

場
組
合
の
は
っ
ぴ
を
着
用
し

て
、
来
場
者
を
歓
迎
。
設
備

（
左
か
ら
）
感
謝
状
を
手
に
し
た
武
内
英
樹
監
督
、
阿
部
寛
さ
ん
、
上
戸
彩
さ
ん

阿
部
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

挨拶をする村西彰副理事長

お
揃
い
の
は
っ
ぴ
を
着
た
ス
タ
ッ
フ
一
同

足湯で笑顔が広がる

東
京
都
入
浴
 

料

金

改

定

　
５
月
　
日
に
公
衆
浴
場

２６

対
策
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、

知
事
に
対
し
て
協
議
会
報

告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
と
お
り
、
入
浴
料

金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

（
　
）
内
は
旧
料
金
。

施
行
日
　
７
月
１
日

大
人
４
６
０
円
（
４
５
０
）

中
人
１
８
０
円
（
据
置
）

小
人
　
円
（
据
置
）

８０

巾

欽

斤

琴

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦

欣
欣
欣
欣
欣

欣
欣
欣
欣
欣

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

近
浴
連グ

ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト



旬
菜
便
り

セ
ン
ト
ウ
紀
行
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さ
く
ら
ん
ぼ

　
東
京
下
町
の
代
名
詞
、

墨
田
区
。
徒
歩
　
分
の
距

１０

離
に
あ
る
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
が
、
唐
破
風
屋
根
の

背
後
に
そ
び
え
立
つ
。
何

と
も
不
思
議
な
風
景
だ
。

　
創
業
は
昭
和
　
年
。
ご

２４

主
人
の
新
保
卓
也
さ
ん

（
　
）
が
３
代
目
を
継
い

３４
だ
の
は
３
年
前
だ
。
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営

し
て
い
た
が
、
突
然
兄
か

ら
バ
ト
ン
を
託
さ
れ
た
。

「
継
ぐ
予
定
は
な
か
っ
た

か
ら
銭
湯
の
こ
と
を
全
く

知
ら
な
く
て
。
見
て
い
た

ぐ
ら
い
の
知
識
し
か
な
か

っ
た
の
で
釜
屋
さ
ん
に
聞

い
た
り
」
。
妻
の
朋
子
さ

ん
（
　
）
も
、
「
ゼ
ロ
と

３５

い
う
よ
り
マ
イ
ナ
ス
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。
い
ろ
い
ろ

な
人
に
協
力
し
て
も
ら
っ

た
」
。

　
先
入
観
が
な
か
っ
た
こ

と
が
逆
に
新
し
い
目
線
と

な
っ
た
。　

年
前
か
ら
使

６０

用
し
て
い
る
井
戸
水
を
温

泉
申
請
し
、
「
押
上
温
泉

　
天
然
温
泉
」
と
し
て
認

め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
利
用

者
ば
か
り
で
は
将
来
が
な

い
と
考
え
て
改
装
。
４
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　
浴
室
は
男
女
湯
に
ま
た

が
る
富
士
山
と
立
山
連
峰

の
ペ
ン
キ
絵
（
中
島
盛
夫

氏
筆
）
が
ど
っ
し
り
と
構

え

る
。
炭

酸

泉
、
歩

行

浴
、
遠
赤
外
線
サ
ウ
ナ
、

ス
チ
ー
ム
塩
サ
ウ
ナ
を
設

置
し
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
。
日
替
わ
り
の
ハ
ー

ブ
の
薬
湯
は
労
力
も
費
用

も
か
か
る
が
女
性
客
に
好

評
だ
。

　
一
番
の
目
玉
は
露
天
風

呂
。
近
く
に
高
い
建
物
の

な
い
地
の
利
を
生
か
し
た

広
々
と
し
た
岩
風
呂
で
湯

に
浸
か
り
な
が
ら
、
開
放

的
な
気
分
と
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
の
見
え
る
空
の
眺
め
を

堪
能
で
き
る
。
湯
上
り
に

も
こ
の
眺
め
が
楽
し
め
る

の
が
、
露
天
風
呂
横
の
階

段
上
に
設
置
さ
れ
た
ス
カ

イ
デ
ッ
キ
。
板
壁
で
囲
ま

れ
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う

工
夫
さ
れ
た
空
間
は
、
裸

の
ま
ま
で
く
つ
ろ
げ
る
の

で
、
天
井
の
板
間
か
ら
覗

く
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
下
、

ウ
ッ
ド
チ
ェ
ア
ー
に
寝
そ

べ
っ
て
涼
む
こ
と
が
で
き

る
。

「
若
い
層
に
も
今
ま
で
の

常
連
さ
ん
に
も
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
形
で
、
と
に

か
く
外
観
は
残
し
つ
つ
新

し
い
も
の
を
取
り
入
れ
た

か
っ
た
」
と
ご
主
人
。
格

天
井
と
時
代
を
感
じ
さ
せ

る
大
扇
風
機
も
歴
史
の
証

人
だ
。

　
ロ
ビ
ー
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
も
使
え
る
。
写
真

や
絵
な
ど
、
利
用
者
が
趣

味
で
作
っ
た
作
品
を
無
料

で
展
示
で
き
る
場
所
を
提

供
し
て
い
く
。
風
呂
上
り

に
の
ん
び
り
眺
め
る
時
間

も
、
銭
湯
の
楽
し
み
の
一

つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
若
者
や
子
連
れ
、
小
学

生
の
利
用
者
が
増
え
た
。

一
方
で
混
雑
を
敬
遠
し
て

離
れ
た
人
も
い
る
が
、
営

業
時
間
を
延
ば
せ
な
い
の

が
悩
み
と
い
う
。

　
ロ
ビ
ー
に
置
か
れ
た
ノ

ー
ト
に
は
、
利
用
者
の
笑

顔
の
言
葉
が
並
ぶ
。「
学

校
の
つ
か
れ
が
ま
じ
と
れ

た
。
大
黒
湯
サ
イ
コ
ー

概
」
「
す
げ
ー
気
持
ち
よ

か
っ
た
～
」
。
子
供
た
ち

の
素
直
な
感
想
が
微
笑
ま

し
い
。
親
と
来
た
後
、
友

達
を
連
れ
て
来
る
子
も
い

る
と
い
う
。「
こ
の
子
た

ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に

来
や
す
い
で
す
ね
」
と
、

未
来
へ
の
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
父

さ
ん
、
子
供
の
３
人
で
座

っ
て
い
る
光
景
も
見
ま

す
」
。
昔
な
が
ら
の
銭
湯

の
姿
が
戻
っ
て
き
た
。

唖

愛

阿

挨
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露
天
風
呂
と
デ
ッ
キ
で
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
も
楽
し
め
る

東
京
都
墨
田
区「
大
黒
湯
」

（

）

東
京
都
墨
田
区
横
川

３
の
１
２
の
１
４
　


０
３
・
３
６
２
２

・
６
６
９
８
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ん
を
彫
り
始
め
た
ん
で
す
。

最
終
的
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ち
ゃ
う
ん
で
す
け
ど
、
い
く

つ
か
ま
と
ま
っ
て
き
た
去
年

の
Ｇ
Ｗ
前
に
、
千
住
の
タ
カ

ラ
湯
で
「
ぼ
く
の
好
き
な
銭

湯
２
０
１
３
」
と
題
し
て
、

第
１
回
目
の
個
展
を
や
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
に
彫
っ
た
女
将

さ
ん
や
ご
主
人
、
町
田
さ

ん
、
ペ
ン
キ
絵
師
の
中
島
さ

ん
の
ほ
か
に
、
下
駄
箱
の
鍵

と
か
ケ
ロ
リ
ン
桶
と
か
入
れ

て
飾
っ
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
朝
日
新
聞
の
方
が

別
件
で
タ
カ
ラ
湯
に
来
ら
れ

て
、
こ
れ
は
面
白
い
ね
と
、

結
構
大
き
く
新
聞
に
載
せ
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
そ
れ
で
、
評
判
も
ま
あ
ま

あ
良
か
っ
た
し
、
結
構
見
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い

て
、
埼
玉
県
和
光
市
の
浩
乃

湯
で
中
島
さ
ん
の
ペ
ン
キ
絵

イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
時
に
飾

ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　
日
本
で
始
め
て
ウ
イ
ン
ナ

ー
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
た
と
い

う
神
保
町
（
東
京
）
の
ラ
ド

リ
オ
と
い
う
喫
茶
店
で
個
展

を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
の

が
、
去
年
の
９
月
。
そ
の
時

は
初
の
試
み
と
し
て
、「
ラ

ド
リ
オ
ハ
ン
コ
」
を
作
っ
て

み
ん
な
が
ペ
タ
ペ
タ
で
き
る

よ
う
に
し
た
ら
、
非
常
に
好

評
で
し
た
。
イ
ン
ク
と
一
緒

に
置
い
て
、
好
き
な
と
こ
ろ

に
捺
し
て
く
だ
さ
い
と
。
そ

の
後
、
こ
の
展
示
一
式
を
尼

崎
の
銭
湯
展
で
も
飾
ら
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

似
顔
絵
は
半
年
が
か
り

　
今
ま
で
に
作
っ
た
ハ
ン
コ

の
数
は
、
よ
く
聞
か
れ
る
ん

で
す
け
ど
わ
か
ん
な
い
ん
で

す
よ
。
手
元
に
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
の
で
。
千
個
は

作
っ
た
か
な
。
手
元
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
人
と
関
係
な

い
小
物
と
か
鍵
類
、
芸
能
人

の
似
顔
絵
、
看
板
を
彫
っ
た

も
の
と
か
２
０
０
個
く
ら
い
。

　
建
物
の
外
観
は
彫
っ
た
こ

と
が
な
い
。
彫
れ
な
い
だ
ろ

う
し
、
そ
れ
を
や
る
と
ハ
ン

コ
じ
ゃ
な
く
て
版
画
に
な
っ

て
し
ま
う
の
か
な
、
と
。

　
似
顔
絵
は
原
画
を
作
る
ま

で
が
大
変
。
原
画
さ
え
出
来

て
し
ま
え
ば
、
３
～
４
時
間

で
出
来
る
。
原
画
を
作
る
ま

で
半
年
ぐ
ら
い
か
か
る
。
一

番
い
い
角
度
、
似
て
い
る
と

見
え
る
角
度
を
見
つ
け
る
の

に
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
。

　
特
に
女
性
の
場
合
は
、
た

だ
似
て
い
れ
ば
い
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
男
性
よ
り
圧

倒
的
に
難
し
い
で
す
。
も
ら

っ
て
喜
ば
れ
な
い
と
ダ
メ
な

ん
で
す
よ
、
ハ
ン
コ
は
。
男

性
の
場
合
、
だ
い
た
い
そ
の

ま
ま
彫
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

似
て
い
れ
ば
喜
ん
で
く
れ
る

の
で
。

　
銭
湯
イ
メ
ー
ジ
と
似
顔
絵

は
、
こ
の
先
も
ず
っ
と
や
っ

て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

（
聞
き
手
・
本
紙
編
集
部
）

に
圧
倒
さ
れ
て
、
今
度
は
作

る
方
に
興
味
が
出
て
。
で
、

や
る
ん
だ
っ
た
ら
銭
湯
だ
な

と
思
っ
た
。

　
最
初
に
彫
っ
た
の
は
町
田

さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
町

田
さ
ん
の
顔
の
横
に
入
れ
た

文
字
が
「
唐
破
風
（
ハ
ー
ト

マ
ー
ク
）
」
。
自
分
で
彫
っ

て
は
み
た
ん
だ
け
ど
、
果
た

し
て
い
い
も
の
な
の
か
、
面

白
い
も
の
な
の
か
、
似
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
何
人
か
に
見
せ
た

と
こ
ろ
、
思
い
の
他
絶
賛
さ

れ
て
。
勇
気
が
な
く
て
、
大

分
経
っ
て
か
ら
覚
悟
を
決
め

て
町
田
さ
ん
本
人
に
見
せ
た

と
こ
ろ
大
喜
び
し
て
、
た
く

さ
ん
使
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ん
で
す
ね
。

　
た
だ
、
そ
の
時
は
ま
だ
、

彫
り
方
と
か
材
料
と
か
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
１

０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
た

出
来
の
悪
い
消
し
ゴ
ム
を
使

っ
た
の
で
あ
っ
と
い
う
間
に

磨
耗
し
て
し
ま
っ
て
、
唐
破

風
と
い
う
文
字
が
全
然
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

で
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
、
ち

ゃ
ん
と
ハ
ン
コ
用
の
消
し
ゴ

ム
が
あ
る
ん
だ
と
。
基
本
的

な
彫
り
方
と
か
を
ネ
ッ
ト
で

見
て
、
本
格
的
に
や
り
始
め

た
ん
で
す
よ
。

初
の
個
展
は
銭
湯
で

　
友
だ
ち
の
似
顔
絵
を
彫
っ

た
り
し
て
い
た
け
ど
、
そ
れ

だ
け
じ
ゃ
つ
ま
ら
な
い
な
、

と
銭
湯
の
ご
主
人
や
女
将
さ

り
な
の
で
増
え
な
い
。
増
や

す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の

で
、
銭
湯
は
好
き
な
と
こ
ろ

が
近
く
に
あ
れ
ば
、
何
回
で

も
行
き
た
い
。
ど
こ
か
に
行

く
機
会
が
あ
れ
ば
、
新
し
い

と
こ
ろ
を
増
や
す
感
じ
で
。

　
最
初
の
頃
は
こ
だ
わ
っ
て

い
た
古
さ
だ
と
か
渋
さ
だ
と

か
、
本
当
に
渋
い
の
か
汚
い

の
か
わ
か
ら
な
く
て
、
そ
う

い
う
の
を
良
か
れ
と
思
っ
て

い
た
ん
だ
け
ど
。
最
近
は
全

体
的
な
雰
囲
気
と
か
お
湯
と

か
、
人
。
そ
う
い
う
も
の
が

気
に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

ハ
ン
コ
の
一
歩

　
ハ
ン
コ
は
う
ち
の
文
鳥
を

試
し
に
彫
っ
た
の
が
最
初
。

そ
の
前
か
ら
、
自
分
が
作
る

ん
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
ハ
ン
コ

と
い
う
も
の
が
好
き
だ
っ
た

ん
で
す
よ
ね
。
捺
す
こ
と
自

体
が
好
き
だ
っ
た
。
変
わ
っ

た
も
の
を
自
分
で
買
っ
て
捺

し
た
り
。
要
は
一
つ
の
印
刷

じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
ハ
ン
コ

っ
て
。
そ
れ
が
お
手
軽
に
ポ

ン
ポ
ン
と
で
き
る
こ
と
が
、

な
ん
か
好
き
だ
っ
た
ん
で
す

よ
。
イ
ン
ク
を
つ
け
て
一
瞬

で
何
か
印
刷
さ
れ
る
。
版
画

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
、
ハ
ン

コ
。
子
供
の
頃
は
供
よ
く
で

き
ま
し
た
僑
ハ
ン
コ
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
ん
な

感
じ
で
す
。

（
故
）
ナ
ン
シ
ー
関
さ
ん
（
消

し
ゴ
ム
版
画
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
）
の
個
展
に
行
っ
た
と
き

ら
。
近
く
に
大
黒
湯
と
い
う

銭
湯
が
あ
っ
て
、「
街
雑
誌

千
住
」（
休
刊
）
を
出
し
て
い

た
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
、

そ
こ
の
お
花
見
で
初
め
て
お

会
い
し
た
の
が
町
田
忍
さ
ん

（
銭
湯
研
究
の
第
一
人
者
）。

　
町
田
さ
ん
が
世
田
谷
美
術

館
で
銭
湯
め
ぐ
り
の
講
師
を

や
っ
て
い
て
、
私
も
そ
こ
へ

顔
を
出
す
う
ち
に
銭
湯
マ
ニ

ア
み
た
い
な
人
た
ち
と
知
り

合
っ
て
仲
良
く
な
っ
て
、
現

在
に
至
る
感
じ
な
の
か
な
。

　
全
国
銭
湯
巡
り
は
、
こ
の

人
た
ち
に
会
っ
て
か
ら
。
東

京
銭
湯
お
遍
路
で
、
い
ろ
ん

な
銭
湯
を
回
っ
て
ス
タ
ン
プ

を
も
ら
っ
た
の
も
、
一
つ
の

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

銭
湯
は
、
雰
囲
気
、

お
湯
、
人
   　
　
　

　
最
初
の
頃
は
何
軒
も
回
る

無
茶
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
行
く
銭
湯
の

数
を
増
や
す
こ
と
が
目
的
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
な
、

と
。
銭
湯
自
体
は
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
い
く
つ
か
の
銭
湯
ば
か

周
り
に
銭
湯
が
な
い
の
で
、

し
ば
ら
く
銭
湯
か
ら
離
れ
た

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
小
さ

い
頃
、
入
っ
た
記
憶
は
抜
け

な
い
の
で
、
大
学
生
に
な
っ

て
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
っ

た
時
に
銭
湯
に
行
っ
た
り
。

就
職
し
て
し
ば
ら
く
た
っ
て

か
ら
鶴
見
区
（
横
浜
市
）
に

借
り
て
、
一
人
暮
ら
し
を
始

め
た
ん
で
す
よ
。
一
応
小
さ

い
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
が
つ
い
て

た
け
ど
入
る
気
が
し
な
く

て
。
　
そ
の
頃
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
普
及
し
て
い
な
く
て
、

銭
湯
の
本
も
な
か
っ
た
か

ら
、
ど
う
や
っ
て
探
す
か
っ

て
い
う
と
、
足
で
探
す
。
歩

い
て
行
け
る
と
こ
ろ
に
い
く

つ
も
あ
っ
た
の
で
、
行
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
今
み
た
い
に
、
各
地

の
銭
湯
を
回
る
と
か
考
え
て

い
な
く
て
、
た
だ
近
所
の
銭

湯
に
行
っ
て
い
る
感
じ
。
今

の
よ
う
に
入
る
き
っ
か
け
は

北
千
住
（
東
京
都
足
立
区
）

に
越
し
て
き
た
こ
と
。
結
婚

し
た
相
手
が
住
ん
で
い
た
か

洗
っ
て
も
ら
う
時
は
仰
向
け

な
ん
で
す
ね
。
ど
ん
な
天
井

か
は
覚
え
て
な
い
ん
で
す
け

ど
。
シ
ャ
ワ
ー
は
な
く
て
カ

ラ
ン
と
い
う
蛇
口
し
か
な
い

か
ら
。
い
つ
か
ら
で
す
か

ね
、
シ
ャ
ワ
ー
が
１
個
ず
つ

つ
い
た
の
は
。

　
小
学
校
２
年
の
時
に
団
地

に
引
っ
越
し
た
ん
で
す
が
、

に
上
が
る
と
男
湯
に
憧
れ

る
。
男
湯
に
入
り
た
く
て
、

お
父
さ
ん
と
か
友
達
と
銭
湯

に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
自

我
の
目
覚
め
と
い
う
か
、
そ

う
い
う
も
の
を
最
初
に
感
じ

た
の
が
銭
湯
で
し
た
。

　
小
さ
い
頃
の
銭
湯
の
記
憶

は
天
井
な
ん
で
す
よ
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
母
親
に
髪
を

銭
湯
の
記
憶
は
天
井

　
横
浜
で
生
ま
れ
た
時
の
家

は
風
呂
な
し
だ
っ
た
ん
で
す

ね
。
だ
か
ら
歩
い
て
何
分
か

の
銭
湯
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
　
普
通
、
男
の
子
で
も
小
さ

い
時
は
母
親
と
女
湯
に
入
り

ま
す
よ
ね
。
だ
け
ど
小
学
校

今
号
か
ら「
銭
湯
ハ
ン
コ
絵
語
り
」を
連
載

廣
瀬
十
四
三
さ
　
　
ん （
 

）
に
聞
く

消

し

ゴ
ム

ハ
ン
コ
作
家

ガ
ン
バ
レ

ガ
ン
バ
レ
鎧鎧
銭銭
湯湯

ね
。
　
そ
の
歴
史
は
ま
だ
１
５
０

年
足
ら
ず
で
す
。

選
び
方

①
皮
に
光
沢
が
あ
っ
て
張
り

が
あ
る

②
独
特
の
色
回
り
を
確
認

③
柄
が
し
っ
か
り
し
て
い
て

枯
れ
る
こ
と
な
く
緑
色

④
表
面
の
張
り
も
確
認
（
鮮

度
が
落
ち
る
と
し
な
び
て
く

る
）
　
保
存
す
る
と
き
は
水
気
を

取
っ
て
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
冷

蔵
庫
・
野
菜
室
に
し
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。
冷
や
し
す
ぎ
は

鮮
度
を
悪
く
す
る
ば
か
り

か
、
い
た
み
に
つ
な
が
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ビ
タ
ミ
ン
類
が
豊
富
に
含

ま
れ
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の

含
有
は
多
い
ん
で
す
ね
。
揚

げ
物
に
し
た
り
、
焼
い
た

り
、
煮
物
に
し
た
り
と
使
い

方
も
色
々
あ
り
ま
す
。

　
丸
ご
と
加
熱
調
理
す
る
と

き
に
中
の
空
気
が
膨
張
し
て

破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
空
気
を
抜
く
た
め
に
切

れ
目
を
入
れ
た
り
す
る
と
い

い
で
す
ね
。

　
協
力
・
東
京
シ
テ
ィ
青
果

㈱

　
今
回
紹
介
し
て
い
る
「
佐

藤
錦
」
は
日
本
生
ま
れ
、
山

形
県
生
ま
れ
、
甘
さ
と
独
特

の
酸
味
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の

よ
さ
が
特
長
の
日
本
の
さ
く

ら
ん
ぼ
の
代
表
的
品
種
で
す
。

　
さ
く
ら
ん
ぼ
を
考
え
る
と

昔
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
意
外
に
も

今
の
さ
く

ら
ん
ぼ
の

元
に
な
っ

た
品
種
は

ア
メ
リ
カ

や
フ
ラ
ン

ス
な
ど
か

ら
苗
木
が

持
ち
込
ま

れ
て
栽
培

敵
地
で
あ

る
東
北
地

方
や
北
海

道
で
栽
培

さ
れ
、
品

種
改
良
さ

れ
た
も
の

な
ん
で
す

　
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
く
だ

も
の
の
代
表
と
い
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
６
月
７
月
の
限

ら
れ
た
時
期
だ
け
に
出
ま
わ

り
ま
す
。

　
さ
く
ら
ん
ぼ
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
正
式
名
は
桜
に
桃

と
書
い
て
「
お
う
と
う
」、
さ

く
ら
ん
ぼ
は
愛
称
名
で
す
。

鞠
吉

蟻
蟻
蟻
蟻
蟻
蟻 更

杭
昂
昂
昂
昂
昂
昂
昂
昂
昂
昂
昂

十
四
三
さ
ん
の
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
展

大
黒
湯
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
１
弾

ン
コ
に
ビ
ッ
ク
リ
。「
他
の

似
顔
絵
は
ご
本
人
の
顔
を
良

く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
自
分
が
彫
っ
て
も
ら
っ

て
わ
か
り
ま
し
た
。
本
当
に

似
て
い
ま
す
ね
」

　
世
界
に
一
つ
だ
け
の
似
顔

絵
ハ
ン
コ
は
、
心
機
一
転
の

お
祝
い
と
な
っ
た
。

　
銭
湯
の
利
用
客
は
湯
上
り

に
涼
み
な
が
ら
、
懐
か
し
い

ハ
ン
コ
の
風
景
を
楽
し
ん
で

い
た
よ
う
だ
。

「
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
が
な

い

代

わ

り

に
、
と
こ
と

ん
彫
っ
て
や

ろ
う
と
思
っ

た
」
と
い
う

だ

け

あ

っ

て
、
こ
だ
わ

り
抜
い
た
作

品
が
ロ
ビ
ー

の
壁
に
並
ん

だ
。
　
新
保
さ
ん
は
十
四
三
さ
ん

が
彫
っ
た
自
分
の
似
顔
絵
ハ

ら
お
う
と
、
無
料
で
場
所
を

提
供
し
て
い
る
。

　
そ
の
記
念
す
べ
き
第
１
号

と
し
て
、
ご
主
人
の
新
保
卓

也
さ
ん
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
で
知
っ
た
十
四
三
さ
ん

に
、
展
示
会
の
開
催
を
持
ち

か
け
た
。

　
個
展
の
テ
ー
マ
は
ホ
ー
ロ

ー
看
板
。
十
四
三
さ
ん
曰
く

　
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
間
近
に

臨
む
東
京
都
墨
田
区
の
大
黒

湯
「
セ
ン
ト
ウ
紀
行
」
参
照
）

で
、
４
月
　
日
（
火
・
祝
）

２９

～
５
月
　
日
（
火
）、
廣
瀬
十

２０

四
三
さ
ん
の
消
し
ゴ
ム
ハ
ン

コ
展
「
ぼ
く
の
好
き
な
銭
湯

２
０
１
４
～
ホ
ー
ロ
ー
看
板

は
色
褪
せ
な
い
～
」
が
開
催

さ
れ
た
。

　
同
銭
湯
は
４
月
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、

ロ
ビ
ー
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設

置
。
１
カ
月
に
１
人
、
趣
味

の
展
示
な
ど
に
利
用
し
て
も

大
黒
湯
ご
主
人
と
似
顔
絵
ハ

ン
コ

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾



新連載

廣瀬十四三の

銭湯ハンコ絵語り

第１回

「時間ですよ」

広
場

今
月
の
詩

銭
湯
エ
ッ
セ
イ

ほ
っ
と
ひ
と
と
き

槌

鎚

椎鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮鎮

津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
津
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０２７-７４４-４７０４桐生市本町１－４－３５一の湯内吉岡　藤吉群 馬 県
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http://sinsyuu.iiyudana.net/０２６８-２２-５６７８上田市常田３－１４－３宮桜の湯内宮下　憲治長 野 県

http://www.niigata268.com/０２５-２２２-２９２３新潟市中央区礎町通り上１ノ町１９２６熊谷　　孝新 潟 県

０５４-２５２-８９３８静岡市葵区駒形通３－２－１桜湯内小長井　正静 岡 県

東
海
北
陸

http://www16.ocn.ne.jp/-aiyoku０５２-３２２-５７３５名古屋市中区千代田３－９－１４林　　徳男愛 知 県

http://1010gifu.com０５８-２５２-１４５７岐阜市鍵屋西町１－７５中村　逸郎岐 阜 県

http://www.zd.ztv.ne.jp/sentou-mie/index.html０５９-２２８-４２４０津市大倉１３－１９アコギビル３Ｆ田中　茂毅三 重 県

http://www6.ocn.ne.jp/~ii1010/０７６-２２１-２３７２金沢市大手町２－２２松永日出男石 川 県

http://www.furoya.or.jp/０７６-４２１-３９６８富山市東町３－２－１７上田　清作富 山 県

http://www.1010fukui.jp０７７６-２２-２７６１福井市光陽４－２－２６山崎　一美福 井 県

近
畿

http://www.shigalife.or.jp/yokujyou.html０７７-５２４-８５５４大津市打出浜１３－２２滋賀県生衛会館内津田　清一滋 賀 県

http://www.kyoto1010.or.jp/０７５-８０１-１３０１京都市中京区西ノ京職司町６３小中　晃司京 都 府

http://www.osaka268.com/０６-６７７２-３１１２大阪市天王寺区生玉町９－３浦田　　充大 阪 府

http://www11.ocn.ne.jp/~hyogo268０７８-３４１-２４７５神戸市中央区下山手通７－１－２１月山　昇商兵 庫 県

０７４２-３５-５０２６奈良市三条大宮町１－１２奈良県生衛会館内山﨑　美隆奈 良 県

０７３-４２８-３３７３和歌山市本町６－５０本町温泉ビル２Ｆ桝谷　久雄和 歌 山 県

http://www.optic.or.jp/SENTOO-OKAYAMA/０８６-２３２-０９７６岡山市北区表町３－１８－５２民生会館内空中　隆博岡 山 県

中
国

http://www.1010hiroshima.com/０８２-２９３-７８４８広島市中区河原町１－２６広島県環衛ビル５Ｆ沖本　範文広 島 県

http://www3.ocn.ne.jp/-yamayoku/０８３２-２３-３７３９下関市大坪本町２４－１０吉本　太一山 口 県

http://tottori1010.web.fc2.com/０８５７-２９-０９５５鳥取市末広温泉町４０１日乃丸温泉内松本　正嗣鳥 取 県

０８７-８３５-９１２３高松市塩上町２－５－２２山本　和雄香 川 県
四
国 ０８９８-２２-４８１９今治市鯉池町２－１－７鯉池温泉内井村　勝利愛 媛 県

０８８-６５３-０７５５徳島市東大工町２－２９川原ビル２Ｆ新田　　靖徳 島 県

０９２-７６１-３６１２福岡市中央区西中洲１１街区１３号吉岡　利明福 岡 県

九
州

０９５-８４４-２３００長崎市上野町６－２５濱田　清志長 崎 県

０９７-５３２-９７４５大分市新川町１－７－３７河原内宮﨑　奉治大 分 県

０９６-３６４-６６８２熊本市中央区世安町４４８坂﨑準之助熊 本 県

０９８５-２３-６２５２宮崎市大橋１丁目６４－１ヘルストップゆうゆう内長友　節夫宮 崎 県

http://www.kagosima-onsen1010.net/０９９-２２５-２６８３鹿児島市易居町３－２８ヘルスプラザビル４Ｆ田中　秀文鹿 児 島 県
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銭
湯
検
定

 銭
湯
検
定
 公
式
テ
キ
ス

公
式
テ
キ
ス
トト

 

 湯
屋
の
風
景

そ
の
そ
の
　１８１８

〈連載〉

　
で
も
銭
湯
の
良
さ
は
入

っ
て
み
な
い
こ
と
に
は
何

も
分
か
ら
な
い
。

　
何
か
の
き
っ
か
け
で
銭

湯
に
触
れ
て
、
ま
た
来
た

く
な
っ
て
、
結
果
と
し
て

お
客
さ
ん
が
増
え
て
廃
業

し
な
く
て
済
む
の
な
ら
と

て
も
嬉
し
い
よ
。

　
ハ
ン
コ
が
そ
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
い
い
。

　
で
も
現
実
は
そ
う
簡
単

で
は
な
く
、
暖
簾
を
下
ろ

す
事
情
だ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

だ
。
　
間
も
な
く
お
辞
め
に
な

る
と
い
う
銭
湯
に
行
っ
た

ら
、
誰
が
置
い
た
か
「
存

続
の
署
名
」
な
ん
て
モ
ノ

が
あ
っ
た
。

　
暖
簾
を
下
ろ
す
の
だ
っ

て
大
変
な
決
断
。

　
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し

た
、
あ
り
が
と
う
、
で
い

い
じ
ゃ
な
い
の
。

っ
た
お
か

げ
で
、
取

材
を
受
け

る
こ
と
も

増
え
て
き

た
。
　
毎
回
大

体
同
じ
こ

と
を
訊
か

れ
る
の
だ

が
、
中
で

も
必
ず
訊

か
れ
る
の

は
、

「
や
っ
ぱ

り
銭
湯
の

廃
業
を
食

い
止
め
た
い
と
？
」

…
…
ま
あ
そ
う
な
ん
だ
け

ど
、
ち
ょ
っ
と
違
う
ん

だ
。
　
気
持
ち
よ
く
て
楽
し
く

て
癒
さ
れ
て
、
も
ち
ろ
ん

少
し
面
倒
だ
っ
た
り
嫌
な

こ
と
だ
っ
て
あ
る
。

下
り
始
め
た
頃
で
、
そ
れ

で
も
都
内
に
は
約
２
５
０

０
軒
の
銭
湯
が
営
業
し
て

い
た
。

　
現
在
と
は
分
母
が
違
う

訳
で
、
ざ
っ
と
３
・
５
倍

ほ
ど
加
速
し
て
い
る
こ
と

に
今
更
な
が
ら
愕
然
と
す

る
。
　
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

直
そ
う
と
思
っ
た
の
は
、

番
台
の
森
光
子
さ
ん
を
ハ

ン
コ
に
彫
り
た
い
と
思
っ

た
か
ら
で
、
ド
ラ
マ
の
中

の
 女
将
 さ
ん
で
は
あ
る

お
か
み

が
、
私
の
中
で
は
ど
う
し

て
も
外
せ
な
か
っ
た
の

だ
。
　
今
こ
う
し
て
大
好
き
な

銭
湯
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
銭
湯
の
大
将
や
女
将

さ
ん
、
銭
湯
に
従
事
す
る

方
々
の
似
顔
絵
を
ハ
ン
コ

に
し
て
、
個
展
な
ど
や
ら

せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

ち
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
た
。

　
マ
チ
ャ
ア
キ
と
ハ
マ
さ

ん
、
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
の
釜
場

に
お
け
る
お
ち
ゃ
ら
け
具

合
は
ハ
ン
パ
無
い
が
、
虚

構
で
は
あ
る
も
の
の
銭
湯

の
裏
側
に
触
れ
る
こ
と
の

出
来
る
素
晴
ら
し
い
題
材

で
あ
っ
た
。

　
あ
る
回
で
は
、
従
業
員

の
労
働
時
間
が
長
す
ぎ

る
、
と
運
動
を
起
こ
し
た

り
、
そ
し
て
あ
る
回

で
は
、
ハ
マ
さ
ん
が

冒
頭
の
台
詞
「
東
京

の
銭
湯
は
…
…
」
を

つ
ぶ
や
く
。

　
週
に
一
軒
廃
業
、

と
い
う
の
は
現
在
と

同
じ
で
、　

年
前
か

４０

ら
同
じ
な
の
か
と
一

瞬
勘
違
い
。

　
１
９
７
３
年
と
い

え
ば
、
ピ
ー
ク
の
１

９
６
８
年
か
ら
坂
を

か
さ
ず
観
て
い
た
と
思

う
。
　
最
近
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ
た

の
を
機
会
に
改
め
て
全
編

見
直
し
て
み
た
。

　
も
う
森
光
子
さ
ん
と
船

越
英
二
さ
ん
は
銭
湯
の
人

と
し
か
思
え
な
い
。

　
猫
八
師
匠
が
女
湯
の
扉

を
ガ
ラ
ッ
と
開
け
る
シ
ー

ン
は
、 幼
気
 な
子
供
た
ち

い
た
い
け

や
茶
の
間
の
お
父
さ
ん
た

シ
リ
ー
ズ
か
ら
、「
時
間

で
す
よ
昭
和
元
年
」
ま
で

　
年
も
断
続
的
に
放
送
さ

２０れ
て
い
た
か
ら
、
認
知
度

が
高
い
の
は
当
然
で
あ
る

が
、
中
で
も
記
憶
に
深
い

の
が
１
９
７
３
年
の
シ
リ

ー
ズ
。

　
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
（
浅
田
美

代
子
さ
ん
）
が
登
場
す
る

シ
リ
ー
ズ
だ
。
た
ぶ
ん
欠

　
「
東
京
の
銭
湯
は
週
に

一
軒
廃
業
し
て
い
る
ん
だ

か
ら
」
と
、
ハ
マ
さ
ん
（
悠

木
千
帆
＝
樹
木
希
林
さ

ん
）
が
つ
ぶ
や
き
、
あ
れ

っ
？
と
思
っ
た
。

　
銭
湯
を
舞
台
に
し
た
ド

ラ
マ
の
金
字
塔
と
言
え

ば
、「
時
間
で
す
よ
」
を
 措
 
お

い
て
他
に
な
い
だ
ろ
う
。

　
白
黒
放
送
だ
っ
た
第
１

　
私
は
久
し
ぶ
り
に
銭
湯
に

行
っ
て
み
た
。
な
る
ほ
ど
実

に
気
持
ち
い
い
。
体
の
芯
に

温
か
さ
を
蓄
え
た
ま
ま
帰
宅

す
る
と
、
犬
君
が
じ
ゃ
れ
つ

い
て
く
る
。
犬
で
な
く
と
も

ご
ろ
ご
ろ
と
転
が
り
た
く
な

る
ほ
ど
気
持
ち
が
い
い
。

　
い
つ
か
、
こ
い
つ
も
銭
湯

の
よ
う
な
大
き
な
お
風
呂
に

入
れ
て
あ
げ
た
い
。
い
つ
叶

う
か
も
し
れ
な
い
夢
を
抱
き

つ
つ
、
私
と
犬
は
今
日
も
銭

湯
の
前
で
立
ち
止
ま
る
。

が
青
み
を
帯
び
始
め
る
頃
、

気
の
早
い
客
が
ち
ら
ほ
ら
と

出
入
り
し
て
い
る
。
こ
こ
で

い
つ
も
犬
君
は
立
ち
止
ま

る
。
な
ぜ
銭
湯
に
興
味
を
持

つ
の
だ
ろ
う
。
石
鹸
の
香
り

か
、
湯

の

流

れ

る

音

か

…
…
。
人
間
の
感
覚
で
わ
か

る
範
囲
で
想
像
を
働
か
せ

る
。
　
犬
君
は
近
づ
く
人
を
じ
っ

と
見
つ
め
、
暖
簾
を
く
ぐ
っ

た
瞬
間
、
う
れ
し
そ
う
に
私

を
見
つ
め
る
。
言
葉
こ
そ
発

し
な
い
が
、「
入
っ
た
入
っ

た
」
と
語
り
か
け
て
く
る
よ

う
だ
。
そ
し
て
今
度
は
、
出

て
く
る
お
客
さ
ん
を
み
つ
け

て
く
ん
く
ん
と
鼻
を
鳴
ら
し

な
が
ら
し
っ
ぽ
を
振
っ
て
い

る
。
そ
の
繰
り
返
し
。
い
く

ら
愛
し
い
犬
君
と
い
え
ど

も
、
散
歩
の
常
と
な
っ
た
こ

の
行
動
に
、
私
は
少
々
辟
易

し
て
い
た
。

　
や
が
て
散
歩
か
ら
帰
っ
た

犬
君
も
シ
ャ
ワ
ー
タ
イ
ム
。

私
が
泡
を
た
て
て
や
る
と
、

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
体
を
ゆ

だ
ね
て
目
を
つ
む
る
。
終
わ

っ
た
あ
と
に
は
、
生
乾
き
の

体
毛
を
床
に
壁
に
と
こ
す
り

つ
け
て
体
い
っ
ぱ
い
に
幸
せ

を
満
喫
す
る
。

　
そ
ん
な
愛
く
る
し
い
姿
を

見
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
彼

の
気
持
ち
が
わ
か
っ
て
き

た
。
き
っ
と
、
犬
君
は
銭
湯

に
入
る
人
と
出
て
く
る
人
の

違
い
を
見
て
い
る
の
だ
。
体

中
か
ら
石
鹸
の
香
り
と
と
も

に
発
す
る
温
か
い
空
気
、
漂

う
爽
快
感
…
…
、
銭
湯
か
ら

出
て
く
る
人
だ
け
が
持
つ
幸

福
感
を
感
じ
て
い
る
に
違
い

な
い
。「
そ
う
か
、
お
ま
え
は

銭
湯
か
ら
出
て
く
る
人
の
気

持
ち
が
大
好
き
な
ん
だ
ね
」

沢
の
極
み
！
　
そ
の
後
の
ビ

ー
ル
は
さ
ら
に
極
楽
！
　
ご

存
知
な
い
と
は
大
損
で
す
よ

っ
て
、
こ
ち
ら
は
そ
う
言
っ

て
や
り
た
い
く
ら
い
な
の
で

す
。
　
わ
た
し
の
お
気
に
入
り
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
風
呂
。
く
た
び

れ
た
体
を
も
た
れ
か
け
さ
せ

る
と
、
下
か
ら
横
か
ら
ア
ワ

ア
ワ
が
け
っ
こ
う
な
力
で
押

し
寄
せ
て
き
ま
す
。
そ
の
泡

に
や
り
た
い
放
題
、
も
み
ほ

ぐ
さ
れ
つ
つ
、
私
は
、
ポ
カ

ー
ン
と
天
井
を
眺
め
や
っ
て

い
る
の
で
す
。
そ
う
、
こ
こ

が
天
井
を
仰
ぎ
見
る
一
番
い

い
場
所
。
そ
う
し
て
る
と
、

な
ん
と
不
思
議
な
こ
と
に
、

立
ち
上
る
湯
気
と
と
も
に
、

疲
れ
の
粒
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ

高
い
天
井
に
向
か
っ
て
吸
い

込
ま
れ
て
い
く
で
は
な
い
で

す
か
！

　
さ
よ
う
な
ら
～
、
私
の
ツ

カ
レ
～
。

　
風
呂
屋
の
高
い
天
井
に
は

こ
ん
な
魅
惑
が
隠
さ
れ
て
い

た
の
で
す
ね
。

　
今
日
も
ぐ
っ
す
り
眠
り
ま

す
。
あ
し
た
ま
た
、
パ
ン
パ

ン
の
カ
バ
ン
を
も
っ
て
、
駆

け
ず
り
回
っ
て
も
大
丈
夫
な

よ
う
に
。
あ
し
た
、
ま
た
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

へ
っ
ち
ゃ
ら
な
よ
う
に
！
　

カ
バ
ン
は
パ
ン
パ
ン
に
し
て

出
掛
け
よ
う
。

愛
犬
の
夢

東
京
都
　
　
代
男
性

３０

「
ま
た
あ
。
ほ
ら
行
く
ぞ
」

　
散
歩
の
途
中
、
わ
が
家
の

愛
犬
が
ま
た
し
て
も
銭
湯
の

前
で
立
ち
止
ま
る
。

　
散
歩
コ
ー
ス
に
あ
る
一
軒

の
銭
湯
、
あ
た
り
の
夕
焼
け

カ
バ
ン
は
パ
ン
パ
ン
 

に
し
て
―
 

東
京
都
　
　
代
女
性

２０

　
私
の
カ
バ
ン
は
い
つ
で
も

パ
ン
パ
ン
。
み
ん
な
か
ら

「
何
が
入
っ
て
い
る
の
？
」

と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
べ
つ

に
、
あ
や
し
い
も
の
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
よ
。
お
菓
子
で

し
ょ
、
本
に
Ｃ
Ｄ
、
手
帳
、

筆
記
用
具
、
財
布
、
常
備
薬
、

そ
れ
か
ら
お
風
呂
セ
ッ
ト
。

「
お
風
呂
セ
ッ
ト
？
」「
う

ん
。
お
風
呂
セ
ッ
ト
」

　
い
ぶ
か
し
げ
な
顔
を
す
る

ひ
と
も
い
る
け
れ
ど
、
私
の

家
に
は
お
風
呂
が
な
い
の
で

す
か
ら
、
当
然
な
の
で
す
。

「
風
呂
な
し
？
」「
う
ん
」

「
大
変
だ
ね
え
…
…
」
っ

て
。
お
お
き
な
お
世
話
だ

よ
。
大
変
か
ど
う
か
は
私
が

決
め
る
か
ら
、
ご
心
配
な

く
。
な
に
し
ろ
、
帰
り
道
に

寄
っ
て
入
る
銭
湯
な
ん
て
贅

ら
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
対

価
と
し
て
銭
湯
の
主
人
は
こ

の
日
の
入
浴
代
金
を
す
べ
て

奉
公
人
に
与
え
ま
し
た
。
こ

の
た
め
正
月
　
日
と
７
月
　

１６

１６

日
は「
貰
い
湯
」と
呼
ば
れ
ま

し
た
。そ
し
て
、薮
入
り
の
翌

日
、正
月
　
日
と
７
月
　
日
は

１７

１７

ど
の
銭
湯
も
休
み
を
と
り
、

奉
公
人
を
休
ま
せ
た
の
で
す
。

た
。
　
ま
た
、
正
月
　
日
と
７
月

１６

　
日
は
、
商
家
の
奉
公
人
が

１６休
み
を
も
ら
っ
て
家
に
帰
る

こ
と
が
で
き
る「
薮
入
り
」の

日
で
し
た
。
し
か
し
、銭
湯
は

世
間
が
休
む
こ
の
日
は
休
み

に
く
い
の
で
、
店
を
開
け
ま

し
た
。
世
間
一
般
が
休
む
日

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
銭
湯
の

奉
公
人
は
働
か
な
け
れ
ば
な

　
５
月
５
日
の
端
午
の
節
句

に
は
、
邪
気
を
払
う
た
め
菖

蒲
の
根
や
葉
を
入
れ
て
「
菖

蒲
湯
」
を
行
い
ま
し
た
。
通

常
の
紋
日
は
湯
銭
が
多
く
要

る
の
で
浴
客
が
減
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は

か
な
り
混
雑
し
ま
し
た
。

　
６
月
は
土
用
の
暑
い
日
を

選
び
、
桃
の
青
葉
を
入
れ
て

暑
気
払
い
の
「
桃
湯
」
を
沸

し
ま
し
た
。
ま
た
、　

月
の

１１

冬
至
の
日
に
は
、
カ
ゼ
を
引

か
ぬ
よ
う
に
と
「
柚
子
湯
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
、　

月
　
日
に

１２

１３

「
煤
払
い
湯
」
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
た
。　

日
は
江
戸

１３

中
の
家
々
が
煤
払
い
を
す
る

日
で
し
た
。
昔
は
ガ
ス
も
電

気
も
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か

ら
、
か
ま
ど
を
焚
い
て
出
た

煤
は
１
年
分
、
天
井
な
ど
に

つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
笹

竹
な
ど
で
払
っ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
ひ
ど
い
汚
れ
と
な

り
、湯

へ
入
っ
て
人
間
に
な
る

煤
払
ひ

　
今
日
の
湯
は
ど
ろ
だ
柿
鈎

　
と
十
三
日

な
ど
の
川
柳
が
詠
ま
れ
ま
し

　
月
　
年
内
年
越

１２　
　
　
 煤
 払
い
湯
（
　
日
）

す
す

１３

　
　
　
大
晦
日

　
以
上
の
紋
日
と
毎
月
１
日

に
は
、
客
は
い
つ
も
よ
り
ち

ょ
っ
と
多
め
の
湯
銭
を
紙
に

包
み
「
お
ひ
ね
り
」
に
し
て

持
参
し
ま
し
た
。
銭
湯
で

は
、
番
台
に
 三
方
 を
置
き
、

さ
ん
ぽ
う

お
ひ
ね
り
は
こ
こ
に
載
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

三
方
の
出
し
て
あ
る
間
、
銭

湯
で
は
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
お

茶
な
ど
を
出
し
た
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
習
慣
は
江

戸
だ
け
の
も
の
で
京
・
大
坂

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
紋
日
の
多
く
は
商
家
の
祝

日
と
重
な
る
め
で
た
い
日

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
飾
り
物
を

だ
し
、
季
節
の
食
べ
物
を
食

べ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
中

に
も
、
銭
湯
な
ら
で
は
の
季

節
感
が
感
じ
ら
れ
る
紋
日
が

あ
り
ま
す
。

は
　
日
）

１５

２
月
　
初
午

３
月
　
 上
巳
 の
節
句
（
３
日
）

じ
よ
う
し

５
月
　
端
午
の
節
句
（
５
日
）

６
月
　
桃
湯
（
土
用
中
）

７
月
　
七
夕
の
節
句
（
７
日
）

　
　
　
中
元
（
　
日
）

１５

　
　
　
貰
い
湯
（
　
日
）

１６

８
月
　
月
見
（
　
日
）

１５

９
月
　
 重
陽
 の
節
句
（
９
日
）

ち
よ
う
よ
う

　
　
　
後
の
月
見
（
　
日
）

１３

　
月
　
 蛭
子
講
 （
　
日
）

え
び
す
こ
う

１０

２０

　
月
　
冬
至

１１

　
江
戸
時
代
は
職
業
ご
と
に

「
 紋
  日
 」
と
呼
ば
れ
る
特
別

も
ん
 び

な
行
事
が
行
わ
れ
る
日
が
あ

り
ま
し
た
。『
 洗
湯
手
引
草
 』

せ
ん
と
う
て
び
き
ぐ
さ

に
よ
る
と
銭
湯
の
紋
日
は
次

の
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

正
月
　
松
の
内
（
元
日
よ
り

七
草
ま
で
）

　
　
　
蔵
開
き
（
　
日
）

１１

　
　
　
貰
い
湯
（
　
日
）

１６

　
　
　
 廿
日
 正
月

は

つ

か

　
　
　
年
越
（
　
日
あ
る
い

１４

正月の女湯の風景。番台の左側には客にふるまうための茶道
具が見える。右側のこも樽の上には三方が載せられており、
おひねりが積まれている（『春夕美女湯かえり　睦月わか湯
乃図』豊国筆　国立国会図書館蔵）

　どこか懐かしくて温かい。消しゴム

ハンコには、そんな味わいがある。廣

瀬十四三さんが消しゴムハンコに想い

を刻んで、大好きな銭湯を語る。

し
歩
い
て
い
る

ビ
ニ
ー
ル
を
滑
る
水
滴
に
眼

差
し
を
移
せ
ば

空
を
流
れ
る
雫
へ
と
変
わ
っ

て
い
く

雨
上
が
り
の
夕
方
、
日
が
沈

み
夜
に
な
り
き
る
ま
で
の
狭

い
 時
  間
 

ト
 
キ

私
は
絵
を
描
く

画
布
に
は
思
惑
が
た
だ
よ
い

夕
日
は
、
ふ
っ
く
ら
と
色
を

持
ち
水
気
を

含
ん
だ
も
の
に
な
る

あ
の
こ
ろ
の

な
ん
と
か

い
ち
ば
ん
自
分
の
見
て
い
て

綺
麗
だ
っ
た
風
景
を

ご
く
一
本
松

消
え
去
っ
た
も
の
に
愛
着
を

持
ち

一
人
一
人
の
汗
を
す
べ
て
知

っ
て
い
る

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
残
さ
れ

て
時
代
を
生
き
る
一
本
松
は

い
ま

ひ
ろ
が
り
を
吹
き
つ
け
て
い

るあ
の
こ
ろ
の

い
ち
ば
ん
　
　
　

綺
麗
だ
っ
た
風
景

雨
の
中
を
ビ
ニ
ー
ル
傘
を
さ

一
本
松

絶
え
ま
な
く
ひ
い
て
は
襲
っ

て
く
る

高
い
波

山
が
流
れ
川
が
流
れ
橋
が
流

れ学
校
が
流
れ

道
が
消
え
て
い
く

父
が
母
が
兄
が
弟
が
…

ふ
る
さ
と
の
灯
り
が
ど
ん
ど

ん
消
え
て
い
く

大
海
の
太
古
か
ら
の
息
吹
き

が
き
こ
え
て
く
る

月
光
を
浴
び
な
が
ら
揺
れ
う

小
谷
　
早
苗

ア
オ
ヤ
マ
チ
ュ
ウ
ジ
氏
が
Ｈ
Ｐ
を
開
設
。
ご
覧
下
さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
c
h
u
j
i
-
a
.
j
i
m
d
o
.
c
o
m
/
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５
月
　
日
は「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

３１

施
設
内
で
の
受
動
喫
煙
防
止
と
周
知
を

６
月
６
日（
金
）ま
で
禁
煙
週
間

で
す
か
？

―
平
釜
は
重
量
物
な
の
で

床
に
大
き
な
加
重
が
か
か
り

ま
す
。
で
す
の
で
、
床
の
養

生
整
備
の
具
合
で
作
業
性
が

大
き
く
違
い
ま
す
か
ら
、
床

の
養
生
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
か

ね
。
そ
れ
と
大
き
さ
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
搬
入
～
搬
出
経

路
の
設
定
も
含
め
て
、
施
工

上
の
計
画
性
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
引
っ
張
り
出
し
に
際

し
て
建
物
に
荷
重
を
か
け
ざ

る
を
え
な
い
場
合
に
は
、
一

時
的
に
建
物
の
梁
な
ど
に
補

強
を
加
え
る
こ
と
も
し
ま
す
。

（
後
半
に
続
く
）

　
工
事
現
場
取
材
協
力

横

浜
市
港
北
区
／
福
美
湯

（
東
浴
広
報
誌
１
０
１
０
　

１
１
６
号
よ
り
転
載
）

れ
ま
し
た
。
慣
れ
や
経
験
的

な
信
頼
性
、
あ
る
い
は
コ
ス

ト
の
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
銭
湯
が
あ
る
限
り
、

平
釜
交
換
の
ご
依
頼
は
無
く

な
ら
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
）
平
釜
の
交
換
時
期
は
だ

い
た
い
ど
の
く
ら
い
な
の
で

し
ょ
う
か
？

―
釜
の
使
い
方
（
薪
を
燃

や
す
技
術
）
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、

最
近
は
燃
料
の
質
が
良
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
均

７
～
　
年
く
ら
い
か
な
と
思

１０

い
ま
す
。
昔
は
燃
料
と
し
て

な
ん
で
も
燃
や
し
て
い
た
の

で
寿
命
が
短
く
て
３
年
く
ら

い
で
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
）
釜
の
入
れ
替
え
作
業
の

ポ
イ
ン
ト
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

素
材
は
ス
チ
ー
ル
を
用
い
ま

す
が
、
今
回
交
換
し
た
も
の

は
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
す
。
主

に
３
㎜
厚
の
ス
テ
ン
レ
ス
板

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
）
最
近
多
く
な
っ
て
き
た

縦
型
の
温
水
器
（
ボ
イ
ラ
ー

型
）
と
の
違
い
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
す
か
？

―
縦
型
温
水
器
に
比
べ

「
湯
だ
め
」
が
多
い
の
で
、

急
に
お
客
さ
ん
が
増
え
て
、

お
湯
の
使
用
量
が
急
増
し
た

り
す
る
場
合
に
は
、
平
釜
の

方
が
対
応
に
有
利
で
す
ね
。

あ
と
、
平
釜
の
場
合
バ
ー
ナ

ー
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
薪
、
重
油
、
ガ
ス
な
ど

様
々
な
燃
料
を
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Ｑ
）
一
般
的
に
平
釜
よ
り
縦

型
ボ
イ
ラ
ー
の
方
が
燃
費
が

良
い
と
思
い
ま
す
が
、
平
釜

の
需
要
は
無
く
な
ら
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
？

―
例
え
ば
、
今
回
依
頼
が

あ
っ
た
銭
湯
の
オ
ー
ナ
ー
さ

ん
は
、
特
に
薪
で
沸
か
し
た

湯
質
に
た
い
へ
ん
こ
だ
わ
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
、
迷
わ
ず

昔
な
が
ら
の
平
釜
を
選
択
さ

　
お
湯
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
銭

湯
で
一
番
重
要
な
設
備
と
言

え
ば
、な
ん
と
い
っ
て
も
風
呂

釜
で
す
。
風
呂
釜
が
無
け
れ

ば
お
湯
が
沸
き
ま
せ
ん
か
ら

ね
！
　
新
連
載
第
１
回
目
の

取
材
は
、
そ
の
風
呂
釜
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
交
換
の
現
場
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
取
材

に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

銭
湯
の
設
備
工
事
を
専
門
的

に
手
が
け
る（
株
）川
瀬
鉄
工

所
の
川
瀬
純
一
さ
ん
で
す
。

Ｑ
）
ま
ず
、
川
瀬
さ
ん
の
仕

事
内
容
を
簡
単
に
教
え
て
く

だ
さ
い
。

―
銭
湯
の
浴
室
に
関
す
る

配
管
設
備
、
熱
源
装
置
な
ど

の
設
計
か
ら
施
工
ま
で
、
銭

湯
の
設
備
に
関
す
る
こ
と
を

全
面
的
に
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
シ
ャ
ワ
ー
や
カ
ラ
ン
の

設
置
や
濾
過
器
の
製
作
な
ど

も
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
）
今
回
入
れ
替
え
を
し
た

釜
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。―

今
回
入
れ
替
え
た
釜

は
、
小
型
で
は
あ
り
ま
す

が
、
旧
来
型
の
平
釜
と
い
わ

れ
る
タ
イ
プ
で
す
。
通
常
、

都 道 府 県 別 入 浴 料 金 表
平成２６年６月１日現在

入浴料金(円)
施行年月日県　名

小　人中　人大　人

７０１４０４２０２０.　８.１１北海道北海道

６０１５０４２０２０.１０.２０青　森

東

北

　７０１５０３９０１８.１０.１５岩　手

　８０１４０４００１９.　４.　１宮　城

　９０１５０４００１９.　９.　１福　島

　８０１５０３９０１９.　８.２４栃　木

関

東

甲

信

越

　７０１８０４１０１８.１２.２６埼　玉

　７０１５０３６０ ９.１２.　１群　馬

　７０１７０４３０２６.　４.　１千　葉

　８０１８０４５０２０.　６.１５東　京

　８０１８０４５０２０.　８.　１神奈川

　７０１７０４００２１.　２.　１山　梨

　７０１５０４００２６.　３.　１長　野

　７０１４０４２０２６.　４.　１新　潟

　８０１６０４００２６.　４.　１静　岡
東

海

北

陸

　７０１５０４２０２６.　４.　１愛　知

　７０１５０４２０２６.　４.　１岐　阜

　７０１５０３８０２０.　７.　１三　重

　５０１３０４２０２０.　４.　１石　川

　６０１２０４００２０.　６.　５富　山

　６０１２０４００２０.１０.　１福　井

近

畿

　８０１４０４００２０.　５.　１滋　賀

　６０１５０４１０２０.　８.　１京　都

　６０１５０４４０２６.　４.１６大　阪

　６０１６０４２０２６.　４.　１兵　庫

　８０１５０４２０２６.　４.　１奈　良

　８０１４０４２０２１.　２.　１和歌山

　７０１６０４１０２０.１０.３１岡　山

中

国

　７０１５０４００２０.　１.　１広　島

　８０１５０３９０２０.　７.　１山　口

　８０１５０４００２６.　４.２１鳥　取

　６０１５０３６０２０.１０.　１香　川

四

国

　６０１５０３６０２０.　４.　１愛　媛

７０１５０３６０２０.　８.　１徳　島

　６０１５０３６０２０.　７.１５高　知

　７０１８０４４０２１.　２.１６福　岡

九

州

　８０１５０３５０１９.　３.１５長　崎

　７０１５０３８０１９.　１.１２大　分

　６０１２０３６０１９.　２.　１熊　本

　６０１３０３５０２０.　２.　１宮　崎

８０１５０３９０２４.１０.　１鹿児島

１００１７０３７０１８.　２.１１沖　縄

TEL 075-661-0001 FAX 075-661-0003

601-8024
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尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

ま
ず
は
正
面
の
扉
の
解
体
か
ら
始
め
る
。
こ
の
後
、
配

管
、
煙
道
な
ど
を
切
り
離
し
、
内
釜
本
体
を
取
り
出
す
作

業
へ
と
続
く

ぐ
な
り

一
面
に
咲
き
て
ま
ば
ら
や
げ

ん
げ
草

　

西
上
　
邦
子

緑
陰
の
鵜
の
瀨
の
青
き
流
れ

来
る

杣
道
の
暗
さ
の
 烏
  柄
  杓
 か
な

か
ら
す
 び
 し
ゃ
く

　

山
田
　
紅
琳

 著
  莪
 の
花
管
轄
国
土
交
通
省

し
ゃ
 か

烏
柄
杓
天
に
た
っ
ぷ
り
水
あ

り
て

　

中
江
　
司
郎

こ
ぼ
れ
つ
つ
 木
  漏
 日
増
や
す

こ
 も
れ

あ
ふ
ち
か
な

ぼ
う
た
ん
や
悪
相
の
猫
通
し

け
り

　

谷
下
　
一
玄

生
真
面
目
に
伸
び
て
ゆ
く
な

り
今
年
竹

降
り
さ
う
な
 烏
  柄
  杓
 に
あ
る

か
ら
す
 び
 し
ゃ
く

く
ら
さ

　

阿
戸
　
敏
明

糸
蜻
蛉
止
め
て
女
人
禁
制
碑

葉
か
ら
葉
へ
落
ち
て
天
道
虫

翔
ち
ぬ

　

林
　
な
つ
を

葉
桜
を
訪
ね
訪
ね
て
裏
鬼
門

軒
浅
き
処
 一
  八
 揃
ひ
咲
く

い
ち
 は
つ

　

明
円
の
ぼ
る

老
鶯
に
口
笛
返
す
女
か
な

面
あ
げ
湖
を
見
て
ゐ
る
夏
衣

　

北
浦
賀
代
子

鯉
の
ぼ
り
息
を
合
は
せ
て
泳

さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
保
護
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

採
択
さ
れ
、
日
本
で
も
平
成

　
年
２
月
に
、
基
本
的
な
方

２２向
性
と
し
て
公
共
の
場
は
原

則
と
し
て
全
面
禁
煙
で
あ
る

べ
き
等
を
記
し
た
通
知
が
、

平
成
　
年
度
に
は
受
動
喫
煙

２４

防
止
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て

の
通
知
が
発
さ
れ
て
い
る
。

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
は
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
決

議
に
よ
り
昭
和
　
年
に
設
け

６３

ら
れ
、
平
成
元
年
か
ら
５
月

　
日
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

３１喫
煙
し
な
い
こ
と
が
一
般
的

な
社
会
習
慣
と
な
る
よ
う
、

様
々
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ

く
も
の
だ
。

　
国
内
で
は
平
成
４
年
か
ら

世
界
禁
煙
デ
ー
に
始
ま
る
一

週
間
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
、

各
種
の
対
策
を
推
進
し
て
き

た
。
　
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
未
成

年
者
の
喫
煙
を
な
く
す
」
こ

と
は
、
厚
労
省
が
実
施
し
て

い
る
「
健
康
日
本
　
」
や
が

２１

ん
対
策
基
本
計
画
の
目
標
で

も
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
喫

煙
に
よ
る
健
康
影
響
を
認
識

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
し
て

い
る
。

　
ま
た
、「
た
ば
こ
の
規
制
に

関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠
組

条
約
（
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）」に
基
づ

く
第
２
回
締
約
国
会
議
に
お

い
て
、「
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら

　
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
の
５

月
　
日
（
土
）
か
ら
６
月
６

３１
日
（
金
）
は
、
厚
生
労
働
省

が
定
め
る
「
禁
煙
週
間
」
で

あ
る
。
公
衆
浴
場
に
も
、
施

設
内
で
の
受
動
喫
煙
防
止
対

策
の
実
施
な
ど
、
周
知
と
取

り
組
み
の
協
力
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
厚
労
省
は
今
年
度
の
禁
煙

週
間
の
テ
ー
マ
に
、「
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
で
、
た
ば
こ
の

煙
の
な
い
社
会
を
」を
掲
げ
、

喫
煙
及
び
受
動
喫
煙
に
よ
る

健
康
影
響
等
に
つ
い
て
の
周

知
を
目
的
に
、
普
及
啓
発
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
た
ば
こ
は
肺
が
ん
を
は
じ

め
多
く
の
疾
患
の
危
険
因
子

で
あ
り
、
喫
煙
が
健
康
に
与

え
る
影
響
は
大
き
い
。
受
動

喫
煙
の
危
険
性
や
ニ
コ
チ
ン

の
依
存
症
を
踏
ま
え
る
と
、

喫
煙
習
慣
は
個
人
の
嗜
好
に

留
ま
ら
な
い
健
康
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
た
ば
こ
対
策

は
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

上
で
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

東
京
足
立
区
で
「
銭

湯
盛
り
上
げ
隊
」

利
用
者
ら
が
銭
湯

の
魅
力
発
信
へ
　

　
足
立
区
の
銭
湯
盛
り
上
げ

隊
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
新

し
い
展
開
が
あ
れ
ば
紙
面
で

伝
え
て
い
く
予
定
。

ト
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な

ど
、供
癒
し
僑
を
職
業
に
し
て

い
る
女
性
を
中
心
と
し
た
　１０

人
。
中
に
は
既
に
浴
場
組
合

足
立
支
部
と
協
力
し
て
銭
湯

で
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

る
人
も
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
全
国
各
所

で
、
銭
湯
盛
り
上
げ
隊
と
し

て
ブ
ロ
グ
な
ど
で
魅
力
の
発

信
を
す
る
活
動
は
あ
っ
た
。

今
回
の
足
立
区
で
の
盛
り
上

げ
隊
は
情
報
発
信
に
留
ま
ら

ず
、
具
体
的
な
企
画
な
ど
で

人
を
呼
び
込
も
う
と
い
う
も

の
で
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
銭
湯
経
営
者
と

親
交
が
あ
る
人
も
多
く
内
情

に
詳
し
い
と
あ
っ
て
、
銭
湯

の
負
担
や
苦
労
な
ど
実
情
に

踏
み
込
ん
だ
意
見
も
出
さ

れ
、
内
容
の
濃
い
も
の
と
な

っ
た
。

　
代
表
の
荒
木
久
美
子
さ
ん

は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し

て
の
視
点
か
ら
、
銭
湯
に

「
五
感
」
を
取
り
入
れ
た
プ

ラ
ン
を
提
案
。
そ
れ
を
元

に
、
今
後
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、
各
所
に
働
き
か
け
て

展
開
し
て
い
く
。

　
銭
湯
活
性
化
の
取
り
組
み

は
、
経
営
者
だ
け
で
は
な
か

な
か
困
難
な
面
も
あ
る
。
こ

　
東
京
都
足
立
区
で
、
銭
湯

好
き
の
人
た
ち
が
、
銭
湯
を

盛
り
上
げ
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
動
き
始
め
て
い

る
。
　「
銭
湯
盛
り
上
げ
隊
」だ
。

５
月
　
日
（
火
）
に
第
１
回

１３

目
の
会
合
が
、
北
千
住
駅
前

の
喫
茶
店
で
開
か
れ
た
。

　
集
ま
っ
た
の
は
、
美
容

師
、
整
体
師
、
開
運
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス

単

探

坦

旦

嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆

嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆嘆

担
担
担
担
担
担
担
担
担

担
担
担
担
担
担
担
担
担

　数多くの職人や業者が出入りする銭湯。どん

な職業の人がどんなふうにかかわって、銭湯の

営業は成り立っているのでしょうか？　お客さ

んは決して知らない銭湯の裏側に迫ります。

う
い
っ
た
利
用
者
か
ら
の
提

案
や
働
き
か
け
が
、
新
た
な

模
索
へ
と
繋
が
る
こ
と
に
期

待
し
た
い
。

 新連載

お湯をささえる仕事人
その一

銭湯の要「釜」の交換現場に立ち会う
（前編）

写真・文：今井健太郎
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